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　1595（文禄４）年，日置島津家第３代・島津常久が日置八幡神社を総鎮守と定めた頃
に始まったとされる，430年以上の歴史を持つお田植え祭りです。日置市の無形民俗文
化財にも指定されています。
　「せっぺとべ」とは鹿児島弁で「精一杯跳べ」の意。成年式を終えた未婚の青年「二
才衆（ニセシ，ニセシュ）」が白装束で神田に集い，円陣を組んで焼酎を酌み交わしな
がら，せっぺとべの歌を高らかに歌い，泥まみれになって力いっぱい跳び跳ねます。そ
の姿には，土をこねて田植えを準備する「足耕」の意味と，害虫を踏み潰す意味が込め
られており，神様へ精一杯の働きを示すことで一年の豊作を祈願します。
　祭りでは虚無僧踊り・棒踊り・鎌踊り・笹踊りなど地域ごとの奉納踊りが八幡神社・
鬼丸神社でそれぞれ披露されるほか，高さ約3.5メートルの仮面神「大王殿（でおどん）」
が神田に現れ，神事をその大きな目で静かに見守ります。
� （写真および文：せっぺとべ活性化実行委員会）
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